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会

　

を
開
き
ま
し
た

９月定例議会閉会後、議会報告会を行います。

●　次回報告会場所　●

千 代 公 民 館
立 江 公 民 館
櫛 渕 公 民 館
芝 田 公 民 館
和 田 島 公 民 館
コミュニティ金磯会館

市内公民館で議会報告会を開き、説明する議員と市民の皆さん

（11月予定）
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補
佐
し
、
市
民
の
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
議
会

の
機
能
が
ス
ム
ー
ズ
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

監
査
委
員　

大
和　

肇

　

六
月
議
会
で
監
査
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
移
り
ゆ

く
時
代
の
中
、
今
日
ま
で

行
っ
て
き
た
監
査
に
プ
ラ
ス

す
る
も
の
が
求
め
ら
れ
て
も

よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
市
の
活
性
化

の
た
め
事
業
を
提
案
し
、
行

政
と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
事

業
を
研
究
し
、
財
源
と
な
る

よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
御
指
導
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

会
で
副
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
髙
木
で
ご
ざ
い
ま

す
。
市
議
会
議
員
に
当
選
い

た
し
ま
し
て
六
年
の
歳
月
が

過
ぎ
ま
し
た
今
日
、
市
民
、

行
政
及
び
議
会
に
お
き
ま
し

て
も
大
変
な
時
代
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
一
致
団
結

し
て
、
小
松
島
市
が
よ
り
よ

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
た

め
に
、
創
意
工
夫
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
異
な
り

ま
す
が
、
結
集
し
て
大
き
な

力
が
発
揮
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
市
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
を
施
行

い
た
し
て
お
り
ま
す
中
で
、

市
民
の
皆
様
に
大
変
御
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま

す
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ま
だ
真
相
に
つ
き
ま
し
て
は

全
容
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
誤
解
を
受
け
な
い
よ

う
に
、
気
を
引
き
締
め
て
、

市
民
の
皆
様
の
た
め
に
、
議

員
が
一
丸
と
な
っ
て
市
政
発

展
に
向
か
っ
て
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
議
長
を

　

出
口
憲
二
郎
議
長

 

髙
木
幸
次
副
議
長　
　

決意新たに 新体制発足！決意新たに 新体制発足！
議　

長　

出
口
憲
二
郎

　

六
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
の
皆
様
方
の
御
推

挙
に
よ
り
、
第
四
十
四
代
議

長
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身

に
あ
ま
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
市
発

展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
誠
心
誠
意
努
力
を
い
た

す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の

副
議
長　

髙
木　

幸
次

　

小
松
島
市
議
会
六
月
定
例

で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
に
、
市
バ
ス

の
職
員
採
用
試
験
を

め
ぐ
る
事
件
で
、
市

議
会
議
員
が
逮
捕
さ

れ
た
こ
と
に
関
し
ま

し
て
、
市
民
の
皆
様

方
に
御
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
に

つ
い
て
深
く
お
わ
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

 
　

市
議
会
で
は
、
本

年
三
月
定
例
会
に
お

き
ま
し
て
議
員
政
治
倫
理
条

例
を
制
定
し
、
施
行
し
て
お

り
ま
す
が
、
議
員
一
同
、
条

例
の
趣
旨
を
再
認
識
し
、
議

会
活
動
や
議
員
と
し
て
の
職

務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
松
島
市
議
会
で

は
、
議
会
改
革
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
ま
し
て
、
決
算

認
定
議
案
の
審
査
時
に
お
け

る
、
議
会
に
よ
る
事
務
事
業

評
価
を
実
施
し
、
行
政
が
行

う
次
年
度
の
予
算
編
成
作
業

に
、
よ
り
細
や
か
な
議
会
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

や
、
議
会
基
本
条
例
の
中
で

規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
議
会

報
告
会
を
実
施
し
、
各
公
民

館
単
位
で
五
月
と
十
一
月

に
、
議
会
活
動
の
報
告
や
市

民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、議
会
基
本
条
例
、

議
員
政
治
倫
理
条
例
等
に
真

の
意
味
で
の
魂
を
入
れ
、
市

民
の
皆
様
方
へ
の
情
報
公
開

や
市
民
参
加
等
に
配
慮
し
な

が
ら
、
市
民
・
行
政
・
議
会

が
そ
れ
ぞ
れ
に
声
が
届
き
合

う
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
い
て
努
力
い
た
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

髙木副議長　　　　　　　　　　出口議長
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委　員　会　構　成委委　　員員　　会会　　構構　　成成

　

議
会
運
営
事
項
や
会
議

規
則
、
委
員
会
条
例
等
の

事
項
、
議
長
の
諮
問
事
項

に
つ
い
て
を
審
議
し
ま
す
。

　

◎
立　

川　

邦　

男

　

○
大　

和　
　
　

肇

　
　

天　

羽　
　
　

篤

　
　

米　

﨑　
　
　

孝

　
　

宮　

崎　

欽　

司

　
　

出　

口　

憲
二
郎

　
　

石　

原　

正　

裕

　
　

池　

渕　
　
　

彰

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
基
本
条
例
の
更
な

る
充
実
を
図
り
ま
す
。
全

国
か
ら
、
基
本
条
例
に
関

す
る
視
察
が
増
え
て
い
ま

す
。　

◎
天　

羽　
　
　

篤

　

○
安　

平　

剛　

之

　
　

出　

口　

憲
二
郎

　
　

大　

木　
　
　

進

　
　

石　

原　

正　

裕

　
　

立　

川　

邦　

男

　
　

池　

渕　
　
　

彰

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

第
五
次
小
松
島
市
総
合

計
画
の
進
捗
状
況
を
検
証

し
、
財
政
白
書
に
つ
い
て

研
究
し
ま
す
。

　

◎
佐　

野　

善　

作

　

○
池　

渕　
　
　

彰

　
　

米　

﨑　
　
　

孝

　
　

大　

和　
　
　

肇

　
　

大　

木　
　
　

進

　
　

宝　
　
　
　
　

覚

　
　

安　

平　

剛　

之

　
　

井　

村　

保　

裕

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

人
権
啓
発
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。

　

◎
木　

村　

文　

彦

　

○
髙　

木　

幸　

次

　
　

井　

内　

建　

治

　
　

武　

田　
　
　

清

　
　

北　

野　

恒　

男

　
　

濱　

田　

保　

徳

人
権
啓
発
特
別
委
員
会

総務産建常任委員会

一
、
総
合
計
画
に
つ
い
て

二
、
危
機
管
理
に
つ
い
て

三
、
税
務
行
政
に
つ
い
て

四
、
市
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

五
、
運
輸
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

六
、
水
道
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

七
、
消
防
行
政
に
つ
い
て

八
、
道
路
・
河
川
・
港
湾
の
整
備
に

つ
い
て

九
、
農
林
・
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

十
、
商
工
業
・
観
光
の
振
興
並
び
に

開
発
に
つ
い
て

十
一
、
競
輪
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

◎
天
羽　
　

篤

○
武
田　

　

清

　
　

米
﨑　
　

孝

　

宮
崎　

欽
司

　

佐
野　

善
作

　

木
村　

文
彦

　

立
川　

邦
男

　

北
野　

恒
男

　

濱
田　

保
徳

文教厚生常任委員会

一
、
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

二
、
福
祉
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

三
、
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
四
、
人
権
啓
発
の
推
進
に
つ
い
て

五
、
公
害
・
交
通
対
策
の
整
備
促
進

に
つ
い
て

◎
井
内　

建
治

○
大
木　
　

進

　

大
和　

　

肇

　

宝　
　
　

覚

　

石
原　

正
裕

　

髙
木　

幸
次

　

安
平　

剛
之

　

井
村　

保
裕

　

池
渕　

　

彰

予　算　決　算
常任委員会

一
、
予
算
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

二
、
決
算
認
定
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て

三
、
そ
の
他
財
政
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て

◎
立
川　

邦
男

○
大
木　
　

進

　
　

他
、
議
長
を

　
　

除
く
全
員

　昨年までは、総務常任委員会、文教厚生常任委員会、産業建設常任委員会の三常任委員会であっ
たが、予算決算常任委員会ができ、予算関係の議案を所管することになった。三常任委員会の議案
の量が少なくなったこともあり、委員会の構成人数を増やすため、総務常任委員会と産業建設常任
委員会を合体した。
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常
任
委
員
会
だ
よ
り

常常
任
委
員
会
だ
よ
り

任
委
員
会
だ
よ
り

天  

羽　
　

 
篤　
委
員
長　

総
務
産
建
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
第
四
十
号　

市
税
賦
課

徴
収
条
例
の
一
部
改
正
、
議

案
第
四
十
一
号　

国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、

議
案
第
四
十
二
号
、
第
四
十

四
号
、
第
四
十
五
号
及
び
陳

情
第
二
号
に
つ
い
て
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
第
四
十
号
、

四
十
一
号
に
つ
い
て
は
承
認

す
べ
き
も
の
と
、
第
四
十
二

号
、
四
十
四
号
、
四
十
五
号

に
つ
い
て
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。
陳
情
第
二
号

に
つ
い
て
は
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。（
正
式
な
件

名
に
つ
い
て
は
、
賛
否
表
を

参
照
）

　

主
な
議
案
の
概
要
と
質
疑

は
次
の
と
お
り
。

◎
市
税
賦
課
徴
収
条
例

　

市
税
に
つ
い
て
、
年
度
変

わ
り
に
あ
た
り
、
期
限
切
れ

と
な
る
項
目
に
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
。
固
定
資
産
税

の
算
定
根
拠
と
な
る
評
価
額

の
計
算
方
法
を
継
続
す
る
た

め
の
改
正
な
ど
で
あ
る
。

●問　
土
地
の
価
格
が
下

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
連

動
し
て
固
定
資
産
税
が
下

が
っ
た
所
が
あ
る
か
。

●答　
わ
ず
か
で
あ
る
が
、

下
が
っ
た
所
が
あ
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医

療
分
、
介
護
分
、
後
期
高
齢

者
医
療
分
の
合
計
額
。
今
回

は
介
護
分
の
最
高
限
度
額
を

九
万
円
か
ら
十
万
円
に
引
き

上
げ
る
も
の
。

●問　
国
民
健
康
保

険
税
は
最
高
限
度

額
は
六
十
九
万
円
。

高
す
ぎ
る
の
で
は
。

●答　
国
民
健
康
保

険
は
二
十
年
度
赤

字
の
見
通
し
。
引

き
上
げ
る
の
は
や

む
を
得
な
い
。

◎
そ
の
他
所
管
事
項

の
質
疑

●問　
定
額
給
付
金

の
給
付
状
況
は
。

　

国
民
健
康
保
険
税
介
護
分

　
　
　
　
　
　

最
高
限
度
額
十
万
円
に

●答　
六
月
十
五
日
現
在
で
、

世
帯
比
で
九
一
％
、
人
数

比
で
九
三
％
、
金
額
比
で

九
三
％
を
給
付
済
み
。

●問　
昭
和
四
十
八
年
に
都

市
計
画
決
定
さ
れ
た
計
画

道
路
の
う
ち
、
未
着
手
の

も
の
が
あ
る
。
必
要
で
な

い
も
の
は
、
計
画
を
中
止

す
る
な
ど
見
直
し
を
す
べ

き
で
な
い
か
。

●答　
県
と
の
協
議
が
必
要

だ
が
、
見
直
し
す
る
こ
と

は
可
能
。

井  

内　

建  

治　
委
員
長　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

六
月
定
例
会
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
、
請
願
は
各
一
件
。
改
正

さ
れ
た
議
案
内
容
等
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
。

　

議
案
第
四
十
三
号　

小
松

島
市
勤
労
青
少
年
体
育
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
は
、

　

小
松
島
市
営
プ
ー
ル
条
例

（
設
置
）

第
一
条　

市
民
の
体
位
向

上
と
健
康
の
保
持
増
進
及

び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
の
施
設
と
し
て
水
泳

プ
ー
ル
を
置
く
。

（
名
称
及
び
位
置
）

第
二
条　

施
設
の
名
称
及
び

位
置
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

　
　

名
称　

小
松
島
市
営

プ
ー
ル
。

　
　

位
置
、
小
松
島
市
立
江

町
字
赤
石
七
四
番
六
。

（
運
営
管
理
）

第
三
条　

小
松
島
市
営
プ
ー

ル
の
管
理
運
営
は
、
小
松

島
市
教
育
委
員
会
（
以
下

「
教
育
委
員
会
」と
い
う
。）

が
行
う
。

（
開
場
期
間
及
び
開
場
時
間
）

第
四
条　

プ
ー
ル
の
開
場
期

間
及
び
開
場
時
間
は
、
教

育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
。

　

次
に
、
請
願
第
三
号
「
生

活
保
護
の
「
母
子
加
算
」
復

活
を
要
求
す
る
国
へ
の
意
見

書
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て

は
、
継
続
審
査
に
決
定
。

※
母
子
加
算

　

十
八
歳
以
下
の
子
ど
も
が

い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活

保
護
費
に
上
乗
せ
さ
れ
て
き

　
「
生
活
保
護
の
「
母
子
加
算
」
復
活
を
要
求
す
る
国
へ
の

　

意
見
書
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
へ

総務産建常任委員会風景




